
政策の名称 少年非行防止対策（少年サポートセンターの効果的運用）

少年相談活動、継続補導活動、被害少年に対する支援活動等、少年サポートセン政策の内容

ターに期待された役割を十分に発揮していくため、各都道府県警察に既に設置され・目的

ている少年サポートセンターを、利用者の立ち寄りやすい、専用の相談室等を確保

できる十分なスペースのある民間施設に移転する。また、少年サポートセンター

に、パソコン及び印字装置を整備する。

近年の少年非行情勢は、凶悪犯及び粗暴犯の増加が著しく、非行の凶悪化・粗暴必 要 性

化の状況がうかがわれるほか、殺人事件やバスジャック事件等の社会を震撼させる

特異・重大事件が発生するなど極めて憂慮すべき状態にある（別紙１）。また、児

童虐待が深刻な社会問題となるとともに、犯罪やいじめによる被害少年が増加して

いる（別紙２）。こうした深刻な少年非行情勢を踏まえ、警察では、不良行為少年

の補導段階で個々の少年やその家庭に対する助言、指導の充実を図るとともに、犯

罪等の被害により心身にダメージを受けた少年の支援を強化するため、少年サポー

トセンターを中核とした少年非行防止対策や少年保護対策の充実を図っているとこ

ろである（別紙３）。

しかしながら、全国の少年サポートセンターの多くは警察施設を使用しているた

め、少年や家族等が気軽には立ち寄りがたい雰囲気があるほか、非常に狭隘であっ

たり、専用の相談室が無いなど相談者のプライバシーの保護の観点からも問題があ

る。

少年サポートセンターの機能を十分発揮できるように、十分なスペースのある民

間施設等に移転する必要がある。

また、少年の非行防止と保護を進めるためには、社会全体での取り組みが不可欠

であり、関係する行政機関、民間団体等が相互に連携を強化し、一体となって取り

組んでいくことが極めて重要であるが、近年、学校、児童相談所等の関係機関やＮ

ＧＯ等の団体との情報交換はもとより、部外者との連絡、少年や保護者からの相談

受理等においても、電子メールのやりとりが不可欠な状況にある。さらに、少年サ

ポートセンター専用のホームページを開設するなどして、少年非行情勢や警察にお

ける少年非行防止対策等を積極的に広報啓発し、国民の理解と協力を求めるために

も、パソコン及び印字装置の整備を図る必要がある。

【参考】

総理府の「青少年非行等問題行動に関する世論調査」（平成10年４月調査）によ

れば、警察や少年補導センター等への相談について、「現在よりも利用しやすい雰

囲気をつくるべきだ」とする意見が最も多くなっている（20歳未満46.4％、20歳以

上34.5％）（別紙４）。

少年サポートセンターを十分なスペースのある民間施設等に移転することによ達成効果等

り、現在よりも少年や家族等が相談や継続補導等のためサポートセンターを利用し



やすくなるほか、サポートセンターを拠点とした学校関係者等との共同補導活動の

強化、関係機関・団体等とのネットワークの構築、少年やその家族等に対する支援

活動の充実強化、広報啓発のための情報発信活動の充実強化等を図ることが可能と

なる。

平成14年度要求・要望額 80百万円予 算 額

少年サポートセンターの機能を十分に発揮させるために、各都道府県において、効 率 性

警察施設以外の場所に新築するとなると、経費は膨大で極めて不効率であることか

ら、民間施設を借り上げるものである。

そ の 他

少年課 平成13年８月政策所管課 政策評価実施時期



別紙１

・ 粗暴犯、傷害の少年検挙人員の推移

・ 凶悪犯、強盗の少年検挙人員の推移

・ 不良行為少年の補導人員の推移

年次 3 4 5 6 7
粗暴犯 15,196 15,162 14,989 14,655 15,449
傷害 8,300 8,234 8,071 7,479 7,675

年次 8 9 10 11 12
粗暴犯 15,568 17,981 17,321 15,930 19,691
傷害 7,869 9,092 9,306 8,596 10,687

年次 H 3 4 5 6 7
総数 766,628 684,060 643,706 683,175 673,345
喫    煙 345,362 320,451 304,913 320,501 318,637
深夜はいかい 203,761 182,093 179,487 206,967 204,722
暴走行為 53,972 49,240 44,867 40,232 40,527
飲    酒 27,243 30,079 25,229 28,521 24,929
不良交友 29,032 23,393 23,659 24,681 26,386
そ の 他 107,258 78,804 65,551 62,273 58,144

年次 8 9 10 11 12
総数 741,759 814,202 928,947 1,008,362 885,775
喫    煙 346,895 384,508 453,853 492,372 417,053
深夜はいかい 230,992 257,443 297,175 328,248 307,112
暴走行為 43,003 43,919 43,460 41,874 32,417
飲    酒 29,416 30,061 28,286 34,343 30,546
不良交友 28,196 31,905 36,663 36,386 32,758
そ の 他 63,257 66,366 69,510 75,139 65,889

H 3 4 5 6 7
凶　悪　犯 1,152 1,178 1,144 1,382 1,291
強　　盗 678 694 713 911 856

8 9 10 11 12
凶　悪　犯 1,496 2,263 2,197 2,237 2,120
強　　盗 1,068 1,675 1,538 1,611 1,638

年次

年次



別紙２

・ 少年を被害者とする刑法犯の認知件数

・ いじめに起因する事件の件数、検挙・補導人員

・ 児童虐待事件の罪種別、態様別検挙状況

年次 8 9 10 11 12
件数 323,064 324,467 320,268 313,985 352,753

年次 8 9 10 11 12
件数 162 93 98 137 170
検挙・補導人員 426 310 268 369 450

　区　　分

62 124 69 139 64 127

殺人（未遂を含む） 19 28 20 30 21 29

傷害致死 15 20 18 26 15 20

傷害　 27 72 30 79 27 74

暴行 1 4 1 4 1 4

34 44 34 44 34 44

強姦（致傷を含む） 12 15 12 15 12 15

強制わいせつ（致傷を含む） 3 9 3 9 3 9

児童福祉法違反 12 17 12 17 12 17

青少年保護育成条例違反 7 3 7 3 7 3

24 18 27 25 26 19

殺人　 0 3 0 5 0 3

保護責任者遺棄（致死を含む） 20 13 22 17 21 13

重過失致傷（致死を含む） 4 2 5 3 5 3

186

　性的虐待

130 208

　身体的虐待

平成１１年

　怠慢又は拒否

　総　　数 120 124

被害児童数（人）

平成１２年 平成１１年

検挙件数（件） 検挙人員（人）

平成１２年 平成１１年 平成１２年

190



別紙３

少年非行情勢の深刻化とサポートセンター業務の増大に関するデータ

・ 少年相談受理件数の推移

・ 少年相談の受理内容（平成１２年）

総  数 少 年 自 身 か ら
（件） 男  子 女  子

平成３年 98,375 13,346 11,994 73,035
       ４年 92,057 12,796 10,806 68,455
       ５年 88,935 13,292 10,769 64,874
       ６年 86,381 11,264 9,504 65,613
       ７年 89,460 11,820 11,267 66,373
       ８年 103,109 12,317 12,798 77,994
       ９年 103,252 11,894 13,109 78,249
       10年 92,268 9,186 10,661 72,421
       11年 96,962 8,462 11,077 77,423
       12年 107,330 9,272 11,345 86,713

保 護 者 等 か ら

3,545
(17.2%)

695
(3.4%)

1,882
(9.1%)

1,915
(9.3%)

2,043
(9.9%)

3,393
(16.5%)

3,327
(16.1%)

3,817
(18.5%)

総   数

20,617件

（少年自身からの相談）

健康問題

交友問題

学校問題
非行問題

家庭問題

犯罪被害

家出関係 その他

総   数

 86,713件

12,279
(14.2%)

10,389
(12.0%)

6,633
(7.6%)

12,525
(14.4%)

22,709
(26.2%)

9,854
(11.4%)

7,870
(9.1%)

4,454
(5.1%)

（保護者等からの相談） 健康問題

交友問題

学校問題

非行問題

家庭問題
犯罪被害

家出関係

その他


















